
 

 

 

 

 

 
 

敗戦のその先に 

副校長 中井 博之 

 

今年の梅雨はとても良かった。この時期が嫌いな方も相当おられるはず。でも、久しぶりに「昭和の日本」

を思い出せた気がした。GW頃までは、出かけた先の新潟の山間に残雪がなく、ふきのとう等の山菜が全く望

めなかった。「また今年も酷暑か…」と先行きを案じていた。そこへ来ての今年の梅雨。結構長いことあり

ましたね。７月に入ってもまだ肌寒い日も。これだよ、これ。夏を待ちわびる、この暫く日本人が忘れてか

けていた感覚。そして産声を上げ始めた蝉の声。河が喜び、畑や田んぼに溢れる農家の方々の笑顔。 

さて、ワールドカップはご覧になられていますか。日本でも代表チームのグループステージでの充実・安

定した戦いもあり、寝不足で出勤、登校される人もかなりいたの 

では。かくいう私も、期間限定でテレビの前に寝床を構え、 

「４年に一度」の愉しみを心行くまで堪能させてもらっている。 

日本代表の皆さんには、こんなに熱い気持ちにさせてくれて、 

夢を見させてくれてありがとう、と伝えたい。三苫選手、久保選 

手、南野選手、遠藤選手というチームの要を早々に失っておきな 

がら、最後まで自分たちの「WC 優勝」という目標にブレずに突き進んだ末の、またもやの決勝 T 一回戦敗

退。（日本はまだ一回戦を突破したことがない。）心身ともに疲れた身体で帰国した空港ロビーで、結果論で

こてんぱんに罵声を浴びせられている代表チームの話も耳にするが、「ああ、日本人ってやっぱりいい。」と

思わせる形で国民は出迎えてくれた。敗因や分析は、専門的知見のある責任のある立場の方々に任せよう。 

最後のブラジル戦。解説を担当した本田さんは、普段のイケイケ調から一転、田中碧選手のボールロスト

から始まった後半ロスタイムの決勝ゴールの後は、言葉を選びながらこう絞り出した。 

「結果論なので。ミスして失点につながったからそういう話になるが、他の選手もミスはしている。田中

さんを責めることはできない。むしろそれ以外のプレーに関しては称賛することばかり。」 

そして、勝利の余韻に沸くブラジル代表の選手団が取った行動にも注目が集まった。マテウス・クーニャ

選手はいち早く田中選手に駆け寄り抱擁し、「サッカーはただのゲームだ。君は国のためにプレーし、皆が

尊敬しているよ。彼らに笑顔を見せてあげてくれ。」と声を掛けた。さらには打ちひしがれる日本選手全員

に「自分たちを誇りに思ってくれ。」と、激戦を繰り広げた者同士の敬意を伝える選手が数多くいた。 

さて、松本中学校でも先日、体育館にてバスケ部の熱い戦いを見させてもらった。最後は力負けした形だ

ったが、応援していた観衆すべての心を打つ戦いだった。そして自分も本当は抱擁して言いたかった。県大

会出場、といった「記録」には確かに残らなかったかもしれないが、「記憶」に残る戦いを有難う。そして

ここまでこの活動に関わった人たちの三年間の日々の闘いを振り返り、誇りに思ってほしい。 

これはなにもスポーツに限ったことではない。若い人が夢を語り、追い求める姿を見るだけで、勇気をも

らう。たとえその結果が伴わずとも、次に進もうと動いている姿はもっと心に響く。 

日本人は幾多の敗戦や失敗を経験し、それを乗り越えてきた国民であり、そうして作られたのが我が国だ。 

目標を掲げ、努力を続けるならばいずれ辿り着けることを実感している大人は、皆さんの周りにもたくさ

んいる。中２の時にマイケル・ジャクソンの歌に衝撃を受け、英語にはまって教員になれた自分がその一人

だ。周囲の雑音はいっぱいあった。でも背中を押してくれる人もいた。そんな中で自分にしかない道を歩み、

自分はやれると信じ続け、この仕事に就けた。 

次は君たちだ。日本がワールドカップで優勝し、トロフィーを掲げる日はそう遠くないのかもしれない。 
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生徒総会を終えて 
生徒総会担当 永田 大貴 

 

６月２６日、１，２校時を使って生徒総会が行われました。昨年度と同じく体育館に全校生徒が集まっ

て開催され、今年も新たなメンバーで同様に生徒総会が行われました。昨年度に比べると暑さも和らぎ、

参加した生徒全員が真剣に話し合う姿が見られました。 

これまで、生徒会を引っ張ってきた旧３年生が卒業し、新たに新１年生が加わりました。現生徒会のメ

ンバーを中心に、４月から一年間の目標や活動計画、予算について各委員会でよりよい学校生活を送るた

めの話し合いを行ってきました。生徒総会前には、学級討議を行い、評議委員を中心にこの学校をより良

くするための議論を行ってきました。各クラスの委員が委員会の活動内容をクラスで提案し、質問や意見

を出し合い、その姿には真剣に学校を良くしようとする思いが感じられました。出された質問・意見は全

校評議会で検討され、その中から全校に共有すべき４０の質問・意見を選別し、生徒総会の場で審議を行

いました。 

２４日のリハーサルでは議長団を中心に全体の通し練習を行いました。委員長や質問者も当日と同じ形

で原稿を読み、本番さながらの雰囲気の中で行うことができました。中には、発表する際の受け答え方を

生徒同士で確認する姿や回答する質問に対して正しく答えられているかどうか入念に確認姿が見られまし

た。当日、生徒会本部役員、各委員長、評議委員は、当日の朝早く集合してシートを敷き、椅子を並べる

ところから始まり、司会者・議長団を中心に、最後まで生徒たちの力で生徒総会を行う姿が見られまし

た。特に、委員長が質問者から追加の質問が出されたときに、臨機応変に返答し、原稿を見ることなく正

しく伝える姿勢に成長を感じました。 

この生徒総会を通して、学校生活を快適に過ごすために、生徒が疑問を持ち、改善のために一生懸命に

話し合う姿を見ることができました。生徒総会をきっかけとして、学校生活で起こる小さな課題に気づ

き、一人一人が学校づくりに携わる「自治の精神」を育んでいけたらと思います。今後の生徒の活躍を期

待しています。 

 

＜松本中学校タウンミーティング（MTM）の日程について＞ 

    昨年の 9/20(土)に多くの保護者・地域の方々にご来校いただきました松中タウ

ンミーティングですが、今年は 9/26(土)になっております。皆さまには、ご予定

に組み込んでいただけるようお願いいたします。 

 

＜スクールカウンセラーについて＞ 

予約は直接カウンセラーにお電話いただくか（相談室直通電話：３２３－２６８５）、勤務日以外は学校

までお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

＜8,9月の開室日＞ ※佐藤先生の□の日の曜日にご注意ください。 

〇佐藤 文彦 先生                〇池田 早織 先生 

8/４日（火）AM のみ、２８日（金）、9/４日（金）     9/２日（水）、９/9 日(水) 

１２日（金）、１９日（金）、２６日（金）        １０日（水）、１７日（水）、２４日（水） 



 

＜学校におけるセクシャル･ハラスメント相談窓口の設置について＞ 

横浜市の「職場におけるセクシャル･ハラスメント防止に関する指針」に基づき、各学校の 

「わいせつ・セクハラ」行為防止のための校内委員会を設置しています。 

本校では、養護教諭の 石川 亜実 先生、生徒指導専任教諭の 三村 友起 先生、スクー 

ルカウンセラーの 佐藤 文彦 先生、池田 早織 先生が担当します。 

なお、教育委員会の窓口は【教育総合相談センターTEL０４５－６２４－９４１４：月～金 

９：００～１７：００（祝日・年末年始を除く】です。 

 

 

＜夏季休業中の電話対応について＞ 

夏季休業期間は、電話対応は職員の勤務時間中（８：３０～１７：００）とさせていただ 

いています。 

部活動の欠席・遅刻等に関しましては、連絡アプリ「すぐーる」の活用を含めて部活動顧問 

の指示に従ってください。なお、松本中学校の閉庁日は８/７(金)から８/14(金)までとなり、こ

の期間は職員も出勤いたしませんので、ご了承ください。また、緊急の用件がある場合のみ、東

部学校教育事務所（０４５－４１１－０６０８）までお問い合わせください。 

 

【８／９月の行事予定】 

 

日 曜 行事 日 曜 行事

27 木 1校時：始業式　教育相談① 14 月

28 金 教育相談② 15 火 放課後学習会

29 土 16 水 2学期中間テスト①

30 日 17 木 2学期中間テスト②

31 月 教育相談③ 18 金 2学期中間テスト③

1 火 教育相談④ 19 土

2 水 20 日

3 木 専門委員会 21 月 敬老の日

4 金 一斉下校　合唱練習開始 22 火 国民の休日

5 土 23 水 秋分の日

6 日 24 木 かながわ学力分析（3年）

7 月 特別委員会 25 金 1.2年は昼食後下校　英検（3年）

8 火 MTMリーダー研修会 26 土 MTM（松中タウンミーティング）　1校時授業参観

9 水 全校評議会 27 日

10 木 28 月 MTM代休

11 金 個別級神奈川区交流会 29 火

12 土 30 水 個別級合同体育祭

13 日


